


仕
事
の
関
係
で
、
海
外
国
内
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ

な
土
地
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
訪

れ
た
地
と
私
の
住
む
富
山
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
、

し
ば
し
ば
あ
る
。
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
風
習
や

食
物
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仕
事
で
知
り
合
う
人

を
通
し
て
、
そ
の
人
間
性
な
り
、
考
え
方
に
何
か
を

学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

米
国
の
西
海
岸
に
お
い
て
は
、
道
路
を
歩
い
て
い

る
時
等
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
、
微
笑
み
と
気
軽
な
挨

拶
を
受
け
た
り
し
て
、
思
わ
ず
心
暖
ま
る
も
の
を
感

じ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
が
、
同
じ
国
で
あ
り

な
が
ら
、
東
海
岸
の
都
市
に
お
い
て
は
、

絶
対
に
そ

う
い
う
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
稀
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
現
象
だ
け
を
捉
え
る
と
米
国
の
西
海

岸
に
住
む
人
々
の
方
が
、
東
海
岸
の
人
達
よ
り
心
暖

か
く
人
を
受
け
い
れ
る
様
に
見
え
る
が
、
私
の
東
部

に
い
る
米
国
人
の
友
達
に
言
わ
せ
る
と
、

『西
海
岸
の

人
達
は
、
表
面
的
に
は
す
ぐ
に
友
達
に
な
れ
る
が
、

本
当
の
意
味
で
の
親
友
と
呼
ぶ
よ
う
な
友
は
、
出
来

に
く
い
が
、
東
部
に
お
い
て
は
、
最
初
は
、
取
っ
付

き
に
く
い
が
、
一
日
一
友
達
に
な
る
と
、
生
涯
続
く
よ

う
な
友
人
関
係
が
出
来
る
。』

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
弁
を
借
り
る
な
ら
、
き
び
し
い
冬
を
も
っ
、
北

東
部
の
気
候
が
、
そ
こ
に
暮
し
て
き
た
人
々
の
性
格

を
形
成
し
て
来
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
単
に
、
一
般

的
に
見
て
、
西
海
岸
と
東
海
岸
に
お
け
る
人
間
性
を

ど
う
の
こ
う
の
言
う
の
は
、
間
違
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
私
自
身
、
し
ば
ら
く
東
海
岸
と

西
海
岸
に
暮
し
て
み
て
、
そ
の
よ
う
な
性
格
の
違
い

を
感
じ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
土
地
独
特
の
気
候
や
地
理
条
件
及
び
歴
史
的

な
背
景
が
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
あ
る
種
の
人
間
性

や
性
格
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
当
然
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
単
純
に
、
ど
の
よ
う
な
人
間
性
や
性

格
が
よ
い
と
い
う
様
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

た
だ
、
表
面
的
な
性
格
の
表
わ
れ
か
た
よ
り
、
そ

の
底
に
あ
る
心
の
あ
り
方
が
問
題
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
他
人
の
尊
厳
を
認
め
る
こ
と
が
、
ま
ず
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
自
分
と
は
、
考
え
方

や
物
事
の
や
り
方
が
違
っ
て
い
て
も
、
単
に
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
鏡
と
し
て
、
自
介
自
身
を

見
つ
め
直
す
こ
と
に
、
人
と
知
り
合
う
歓
び
が
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。

た
だ
単
に
、

『旅
の
人
』
と
い
う
感
覚
で
、
他
の
地

域
か
ら
来
た
人
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の

考
え
方
や
生
き
方
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
『
分
自

身
を
高
め
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
、
人
を
迎
え
る

側
そ
し
て
迎
え
ら
れ
る
側
の
一
番
の
条
件
で
あ
り
、

富
山
県
に
と
っ
て
は
、
そ
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

あ
る

『
い
い
人
、
い
い
味
、
い
き
い
き
富
山
』
に
お

い
て
の

『
い
い
人
』
を
有
実
と
す
る
上
に
お
い
て
、

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

rいい人凶嚇日事官富山」エッセイ

小沢伊弘(経営コンサルタント)の-

無
菌
に
保
た
れ
た
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
に
両
手
を
突
っ
込
む
。
左
手
に
は
キ
ク
の
茎
、
右
手
に
は
割
り
ば
し
で
作

っ
た
メ
ス
。
顕
微
鏡
を
の
ぞ
き
な
が
ら
、
茎
の
先
端
か
ら
生
長
点
を
取
り
出
す
。
そ
ー
っ
と
、
そ
ー
っ
と
。
白
衣

を
身
に
付
け
た
生
徒
達
は
、
真
剣
だ
。

バ
イ
オ
以
ま
か
ぜ
て
。
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県
立
中
央
農
業
高
校
て
は
、
こ
の
春
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
実
験
棟
が
完
成
し
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
学
習
に
ま
す
ま
す
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

実
験
棟
に
は
、
無
菌
室
や
培
養
室
、
育
苗
温
室
等
が

あ
り
、
全
国
の
高
校
で
は
初
め
て
の
バ
イ
オ
専
用
実

験
棟
で
す
。
キ
ク
の
茎
長
培
養
、

ラ
ン
の
腔
培
養
、

イ
ネ
の
病
培
養
、
ユ
リ
の
器
官
培
養
、
:
:
:
二
年
生

を
中
心
に
こ
の
建
物
が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
花
が
咲
く
ま
て
に
は
、
ユ
リ
で
五

1
六
年
、
ラ

ン
で
七

1
八
年
と
時
間
が
か
か
リ
ま
す
が
、
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
出
荷
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
い
で
す
U

と
先

生
方
は
大
は
リ
き
リ
。

生
徒
の
方
も
、
「
雑
菌
が
入
っ
た
リ
、
う
ま
く
培
地

に
着
か
な
か
っ
た
り
と
難
し
い
け
ど
、
面
白
い
よ
U

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
、
生
物
工
学
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ

ま
す
。
新
レ
い
実
験
棟
で
、
明
日
の
バ
イ
オ
を
担
う

若
い
力
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
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石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
火
災
に
備
え
た
防
災
訓
練
が
五
月
二
十
二
日
、
富
山
新
港
火
力
発
電
所
構
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。う昌

上7
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県
政
モ
ニ
タ
ー
は
二
百
五
十
名
、

二
年
間
の
任
期

の
問
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
提
言
な
ど
県
政
に

対
す
る
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
付
式
で
は
知
事
か
ら
代
表
の
、
市
田
照
子
さ
ん

(
富
山
市
)
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
富
山
湾
沖
五
十
キ
ロ
を
震
源
に
震
度
六

の
地
震
が
発
生
、
構
内
の
三
万
キ
ロ
り
ツ
ト
ル
タ
ン

ク

一
基
に
亀
裂
が
入
リ
重
油
が
流
出
、
隣
接
タ
ン
ク

に
も
延
焼
の
危
険
が
あ
る
と
い
う
想
定
。
消
防
車
二

十
台
が
出
動
し
、
七
台
の
屈
折
車
が
泡
放
水
を
は
じ

め
る
と
と
も
に
、
け
が
人
の
搬
送
、
避
難
広
報
、
応

援
要
請
な
ど
が
次
々
と
展
開
さ
れ
、
訓
練
は
実
際
さ

な
が
ら
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
海
上
て
は
、
岸
壁
で
荷
役
中
の
重
油
タ
ン
カ

ー
が
破
損
。
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
張
リ
、
漏
れ
た
重

油
を
回
収
、
さ
ら
に
は
タ
ン
カ
ー
の
消
火
、
負
傷
者

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
出
な
ど
機
敏
な
連
携
プ
レ
ー
を
披

露
し
ま
し
た
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
災
害
で
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
備
え
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

2 3 

引
き
続
き
知
事
を
囲
ん
で
の
会
議
に
移
リ
、
「
立
山

を
国
際
的
な
観
光
地
に
で
き
な
い
か
U

「
ス
ポ
ー
ツ

日
本

一
を
目
指
し
、
指
導
者
が
働
き
や
す
い
体
制
を

作
っ
て
ほ
し
い
U

「
身
体
障
害
者
の
技
能
訓
練
を
充

実
し
て
ほ
し
い
U

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

県
政
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
状
交
付
式
と
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
六
月
五
日
、
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



富
山
県
民
総
合
計
画
は
、
置
県
百
年
(
昭
和
五
十
八
年
)
に
、
新
し
い
世
紀
に
向
か
っ

て
県
民
み
ん
な
の
力
で
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
新
た
な
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

基
本
目
標
「
活
力
に
あ
ふ
れ
、
発
展
す
る
富
山

温
か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と、

ー
ー
と
も
に
生
き
る
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
感
す
る
富
山
」

計
画
期
間
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
六
十
五
年
度
ま
で
の
八
年
間
で
、
こ
れ
を
さ
ら

に
前
期
四
年
間
と
後
期
四
年
間
に
分
け
て
、
事
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど

後
期
の
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

増
掴

-
-
m
S
F
-
7
aJF量圃圃
F
.

三
つ
の
施
策
の
柱
と
コ
ラ
の
日
本
一の
挑
戦
の
推
進

後
期
事
業
計
画
の
概
要

囚
県
づ
く
り
の
三
つ
の
柱
の
着
実
な
推
進

前
期
に
引
き
続
き
、
「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
リ
」
、
「
魅

力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
、
「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
リ
」
の

三
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策

・
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
特
に
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
総
合
運
動
公
園
、

県
立
中
央
病
院
、
県
立
大
学
)
な
ど
の
着
実
な
推
進
を

図
リ
ま
す
。

三
つ
の
施
策
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

明日を拓く

人づくり

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る

健
康
づ
く
り

・
本
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
県
民
ヘ
ル
ス
.フ
ラ
ン
を
も

と
に
、
健
康
づ
く
リ
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
ま

す
。

・
本
県
で
の
西
暦
二
千
年
の
国
体
開
催
に
向
け
て
、
メ

イ
ン
会
場
と
な
る
総
合
運
動
公
園
の
建
設
に
着
手
す
る

な
ど
各
競
技
施
設
を
計
画
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

競
技
水
準
の
向
上
を
図
リ
ま
す
。

・
県
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
、
ま
た
観

厳
し
い
経
済
見
通
し
の
な
か
で
創
意
工
夫

事
業
費
の
見
通
し

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
六
十
五
年
度
ま
で
の
後
期
期

間
中
に
お
け
る
計
画
事
業
費
の
見
通
し
は
、
総
額
て
七

千
三
百
億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
前
期
(
昭

和
五
十
八

1
六
十

一
年
度
)
の
約
六
千
八
百
億
円
に
対

し
て
七
・三
%
の
増
加
で
す
。

4 

光
の
振
興
を
図
る
た
め
、
広
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
推
進

し
ま
す
。

・
県
立
中
央
病
院
を
成
人
病
の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、

ま
た
東
洋
医
学
の
臨
床
研
究
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
場

と
し
て
充
実
強
化
す
る
た
め
、
第

一
期
と
し
て
病
棟
施

設
を
改
築
整
備
し
ま
す
。

心
か
よ
う
温
か
い
福
祉
を

+
ム
与
一
民
一
四
国

ι比
nυ
信
、
担
R

4
4
4
Z新
制
H
4
d
E
訓

υづ
フ
固
ヲ

・
老
人
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
県
立
流
杉
老
人
ホ
ー
ム

を
整
備
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
な
ど

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
も
県
立
施
設
の
整
備
や
心
身

障
害
者
の
雇
用
の
機
会
の
拡
大
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

聞
か
れ
た
学
習
社
会
を

生
涯
学
習
の
推
進

・
県
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、

県
民
総
合
大
学
校
(
仮
称
)
を
六
十
三
年
度
に
開
設
す

る
予
定
で
す
。

・
学
校
教
育
に
お
い
て
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化
時
代

に
対
応
し
た
情
報
教
育
、
国
際
理
解
教
育
や
富
山
の
歴

史
と
文
化
を
踏
ま
え
た
郷

土
教
育
を
進
め
ま
す
。，

・
県
立
大
学
の
創
設
は
、

六
十
五
年
四
月
の
開
学
(
工

学
部
二
学
科
、
短
期
大
学

部
二
学
科
)
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
大

義務的経費

7.400億円

一般財源

8.500億円

構成比%

54.8 

30.1 

約7，300億円

県が支出する経費のうち、義務的経費、災害復旧費を除いたものです。

(注)2 後期事業計画の事業費は61年度価格で算定した概算です。

「明日を拓く人づくり」の事業費は、義務的経費である人件費、扶助費などを

含めるとさらに大きな額となります。

15.1 

事業費

約1，100億円

約4，000億円

約2，200億円

分

明日を拓く人づくり

魅力ある郷土づくり

活力ある産業づくり

客員

区

(注)1 

(注)3

5 

織 出
昭和62-65年度累計額

.出総額

15.900億円

歳入
昭和62-65年度累計額

歳入総額

15.900億円



学
の
創
設
等
に
対
し
て
、

積
極
的
に
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
大

学
の
整
備
に
よ
リ
富
山

県
の
明
日
を
担
う
人
材

の
育
成
と
確
保
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
を
育
て
よ
う

文
化
の
県
づ
く
り

・
映
像
セ
ン
タ
ー
、
膜
想
セ
ン
タ
ー
、
自
然
・
民
俗
館

等
の
建
設
を
内
容
と
す
る
立
山
博
物
館
を
整
備
し
、
六

十
四
年
十
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

民
総
合
博
物
館
建
設
の
た
め
の
構
想
の
策
定
、
基
本
設

計
等
を
進
め
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
パ
ワ
ー
を
社
会
に

若
者
と
婦
人
の
力
を
社
会
に

.
若
者
の
創
意
と
自
主
性
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
リ
運

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
青
年
の
日
」
の
事
業
な
ど

青
年
団
体
活
動
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

「
二
十

一
世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性
.フ
ラ
ン
」
を

も
と
に
、
働
く
婦
人
の
地
位
の
向
上
や
生
涯
学
習
の
場

の
拡
充
な
ど
を
図
リ
ま
す
。

活力ある

産業づくり

す
ぐ
れ
た
創
造
性
と
新
し
い
技
術
を

技
術
立
県

・
試
験
研
究
機
関
の
充
実
を
図
る
た
め
、
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー

(
林
業
試
験
場
)
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
(
富
山

研
究
所
)
の
整
備
、
民
間
研
究
施
設
の
立
地
助
成
、
客

員
研
究
員
の
招
へ
い
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

特
産
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で

農
林
水
産
業
の
振
興

・
農
業
の
生
産
性
の
向
上
や
中
核
農
家
の
育
成
の
た
め

の
各
種
施
策
を
図
る
と
と
も
に
、
適
地
適
作
を
基
本
と

し
た
特
産
王
国
づ
く
り
や
林
業
の
振
興
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。

畜
産
の
振
興
を
図
る
た
め
総
合
的
な
畜
産
物
流
通
施

設
、
公
社
営
畜
産
基
地
、
肉
用
牛
改
良
増
殖
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
栽
培
漁
業
を
推
進
す
る
な

魅力ある

郷土づくり

花
と
緑
に
包
ま
れ
た
快
適
な
と
や
ま
を

心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

・
富
山
県
グ
リ
ー
ン
.フ
ラ
ン
を
も
と
に
、
花
と
緑
い
っ

ぱ
い
運
動
や
緑
花
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど
県
土
緑
化

(
花
)
の
実
現
の
た
め
の
施
策
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

・
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
雪
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発
な
ど
生
活
の
安
全
を
図
る
た
め
の

情
報
通
信
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
雪
の
克
服

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

.
個
性
的
で
魅
力
あ
ぶ
れ
た
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
リ
モ
デ
ル
事
業
や
都
市
緑
化
、
都
市

景
観
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

・
雪
対
策
に
つ
い
て
は
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
を
も
と

に
無
雪
害
街
づ
く
り
、
無
雪
害
道
路
網
の
形
成
な
ど
雪

を
克
服
す
る
施
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
雪
を

積
極
的
に
利
用
し
た
冬
季
の
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
な
ど
の

振
興
や
雪
利
用
の
研
究
を
推
進
し
ま
す
。

暮
ら
し
ゃ
す
き
を
高
め
ま
す

生
活
基
盤
の
充
実

・
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業
を
促
進
じ
て
い
ま
す
が
、

ど
水
産
業
の
振
興
を
図
リ
ま
す
。

と
や
ま
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
実
現

創
造
性
豊
か
な
工
業
の
育
成

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や

バ
イ
オ
産
業
振
興
協
会
(
仮
称
)
を
設
立
し
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
新
し
い
産
業
基
盤
施
設
の
整
備
構
想
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
サ
ー
ビ
ス
業

第
三
次
産
業
の
振
興

今
後
飛
躍
的
に
伸
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
第
三
次
産

業
の
振
興
と
し
て
商
業
サ
ー
ビ
ス
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
作

成
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

l
ト
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の
推
進
を
図
リ
ま
す
。
ま
た
、
雪
を
利

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
通
年
観
光
化
を
促
進
し
ま
す
。

六
十
二
年
度
末
に
は

一
部
供
用
開
始
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

・
山
地
、
河
川
、
海
岸
な
ど
の
保
全
を
図
る
た
め
、
砂

防
、
急
傾
斜
地
対
策
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

・
昭
和
七
十
五
年
を
目
標
と
し
た
長
期
水
需
給
計
画
を

策
定
し
、
水
の
総
合
的
利
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水

辺
の
憩
い
の
場
の
整
備
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
的
な
交
通
体
系
を

総
合
交
通
体
系
の
整
備

・
北
陸
新
幹
線
の

一
日
も
早
い
本
格
着
工
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
六
十
三
年
に
開
通
予
定
の
北
陸
自
動
車
道

や
東
海
北
陸
自
動
車
道
等
の
建
設
の
促
進
、
県
内
の
幹

線
道
路
網
の
整
備
を
図
リ
ま
す
。

・
富
山
空
港
は
、
運
用
時
間
の
延
長
や
機
種
の
大
型
化

へ
の
対
応
、
路
線
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

・
昨
年
国
の
特
定
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
伏
木
富
山

港
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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世
界
の
な
か
の
富
山
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察
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時
モ
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対
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p
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・
英
会
話
の
指
導
を
行
う
外
国
人
英
語
教
師
を
拡
充
し
、

生
き
た
外
国
語
教
育
を
進
め
ま
す
。

・
中
国

・
遼
寧
省
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ

ウ
口
州
に
続
く
外
国
と
の
新
規
友
好
提
携

や
経
済
、

学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

国
際
交
流
事
業
の
推
進

・
支
援
や
国
際
文

化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
設
置
な
ど
に
よ

リ
国
際
交
流
を

一
層
推
進
し
、
相
互
理
解

を
深
め
ま
す
。

回
一
一
十
一
世
紀
へ
の
三
つ
の
挑
戦
の

層
の
展
開

二
十

一
世
紀
へ
の
三
つ
の
挑
戦
で
あ
る
「
日
本

一
の

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
、
「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
ヘ
「
日

本

一
の
科
学

・
文
化
県
」
の

一
層
の
展
開
を
図
リ
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
挑
戦
に
関
連
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
前

期
計
画
の
期
間
中
に
策
定
し
た
「
県
民
ヘ
ル
ス
.フ
ラ
ン
」
、

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
。フ
ラ
ン
」
、
「
富
山
県
グ
リ
ー
ン
.フ
ラ
ン
」

な
ど
の
計
画
に
基
づ
い
て
よ
リ
具
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

後
期
事
業
計
画
で
は
、
新
た
に
県
民

一
人
ひ
と
り
が

三
つ
の
挑
戦
に
自
主
的
に
参
加
す
る
二
人

一
ス
ポ
ー

ツ
」
、
ご
家
庭

一
花
壇
」
、
「

一
人

一
文
化
活
動
」
を
推

進
し
ま
す
。

雇
用
機
会
の
確
保
を

雇
用
の
安
定

労
働
力
の
高
齢
化
や
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た

雇
用
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
富
山
職
業
能

力
開
発
カ
レ
ッ
ジ
を
整
備
し
、
職
業
能
力
開
発
体
制
の

充
実
を
図
リ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
た
め
の
職
業
紹

介
や
心
身
障
害
者
の
雇

用
に
つ
い
て
十
分
配
慮

を
し
て
い
き
ま
す
。



縁
の
風
じ
つ
つ
ま
れ
て
j

穿
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
オ

L
ノン

空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
の
第
一
期
工
事
区
域
九
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し

た。
富
山
空
港
の
騒
音
を
緩
和
す
る
た
め
の
緑
地
で
、
樹
林
需
の
中
に
運
動
施
設
や

広
場
を
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
水
と
緑
と
大
空
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
中
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
施
設
と
い
う
わ
け
で
す
。

N 

ス-/i-R道

空港スポーツ緑地案内図

{
主
な
施
設
】

-
陸
上
競
技
場

全
天
候
型
舗
装
の
四
百
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク

(第
三
種
公
認
)
と
芝
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が

リ
、
陸
上
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ

グ
ビ
ー
に
も
利
用
て
き
ま
す
。
夜
間
照
明
設
備

も
完
備
し
て
い
ま
す
。

-
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

全
天
候
型
の
コ
ー
ト
が
六
面
あ
り
ま
す
。
予

約
の
受
付
は

一
週
間
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

0

・
展
望
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
の
石
垣
の
上
は
、
見
晴
し

の
よ
い
広
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ッ

ト
機

が
離
着
陸
す
る
様
子
が
目
の
あ
た
リ
に
で
き
る

ほ
か
、
テ
ニ
ス
の
観
覧
も
で
き
ま
す
。

-
芝
生
ス
ロ
ー
プ

な
だ
ら
か
な
傾
斜
の
芝
生
の
ス
ロ
ー
プ
て
烹

冬
場
の
ミ
ニ
ス
キ

l
等
、
斜
面
を
利
用
し
た
遊

び
は
い
か
が
で
す
か
。

-
せ
せ
ら
ぎ
広
場

長
さ
二
百
八

・
五
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
滝
・

池
・
流
れ
が
あ
リ
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
な

が
ら
の
散
策

・
休
憩
に
は
最
適
で
す

0

.
お
祭
り
広
場
・

力
ラ
|
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
広
場
て
、
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
も
で
き
ま
す
。

回
わ
ん
ぱ
く
広
場

と
ん
だ
リ
、
は
ね
た
り
:
:
:
。
子
ど
も
た
ち

の
楽
し
め
る
遊
具
が
あ
リ
ま
す
。

-
芝
生
広
場

約
0
・
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
々
と
し
た
芝
生

8 

の
広
場
。

休
息
に
、
軽
い
運
動
に
ど
う
ぞ

0

.
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
広
場

ダ
ス
ト
舗
装
の

コ
ー
ト
が
四
面
あ
リ
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
は
い
か
が
で

す
か
。

【
利
用
案
内
】

-
開
園
時
間

午
前
九
時
i
午
後
九
時

(
日
曜
日
は
午
後
五

時
ま
で
)

-
料
金

・
陸
上
競
技
場

大
会
入
場
料
徴
収
の
場
合

一
日

無
料
の
場
合

一
日

半
日

一
日

一
人
二
時
間

練
習

七
万
五
千
円

一
万
二
千
円

六
千
円

六
千
円

一
般

百

二
十
円

学
生

七

十

円

9 

-
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

一
面

一
時
間

一
般

三
百
円

学
生

二
百
円

(
夜
間
の
照
明
利
用
料
は
別
途
い
た
だ
き
ま

す
)

-
休
園
日

毎
週
火
曜
日
(
火
曜
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
)
、
祝
祭
日
の
翌
日
(
祝
祭
日
の
翌
日

が
土

1
月
曜
日
の
場
合
を
除
く
)
、
年
末
年
始

-
申
し
込
み
先

空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
管
理
事
務
所

(
8
0
7
6

4
・m
・7
1
2
9
)



あなたら参加できます

富
山
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
が
八
月
八
日
出
1

十
日
仰
の
三
日
聞
を
中
心
会
期
に
次
の
三
部
に
分
か

れ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑨
第
一
部
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
部

一
般
及
び
高
校
生
が
、
力
と
技
を
競
う
も
の
で
、

国
体
出
場
を
目
指
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
す
。

⑨
第
二
部
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
部

中
学
生
及
び
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で、

郡
市
対
抗
方

式
で
、
大
優
勝
旗
の
争
奪
戦
を
行
い
ま
す
。

⑨
第
三
部
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
部

健
康

・
体
力
づ
く
リ
の
た
め
、

高
齢
者
・

家
庭
婦

人
、
児
童
あ
る
い
は
家
族
ぐ
る
み
な
ど
、

誰
も
が
そ

れ
ぞ
れ
希
望
す
る
種
目
に
参
加
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。

参
加
に

つ
い
て
の
詳
細
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

富
山
県
民
体
育
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

(
8
0
7
6
4
・
引
・

9
1
5
0
)

県
教
育
委
員
会
体
育
課

各
市
町
村
教
育
委
員
会

10 

種 目 4主』主 場 参加対象

水 〉氷 総合体育センター他 一般・児童

陸 上 砺波市民総合運動場 年齢性別不問

サッカー 富山北部中学校 児童・婦人・壮年

ア ス 岩瀬スポーツ公園 一 般一

ホッケー 津沢小学校 v日L 星二n:.

ボクシング 志貴野中学校 一般男子

バレーポール 砺山波田村市体総合育体館育センター 壮年 ・婦人

体 操 富山軟式庭球場 一般.)旧し主立亘

レスリング 富山第一高校 一般男子

ウエイトリフティング 滑川高校 一般・少年

ハンドボール 大大門門町中学民校体育館 婦人・児童

軟式庭球 富山軟式庭球場 一 般

車 球 総合体育センター 家庭婦人・児童

相 撲 滑川中学校 児 旦コ盆ニ

馬 常願寺川公園 一 般

フェンシング 総合体育センター 小中学生

柔 道 富山武道館 v 日し 5二重E主

ソフトポール 大西沢大沢野町営グランド 壮スポ年ー男ツ少子年団女子グランド

/'Iドミントン 高岡市民体育館 家庭婦人・ 家族

弓 道 富山弓道場 中 学生

剣 道 小杉町民体育館 一般女子 ・児童

p二Eb• 手 道 大山町社会体育館 ノl日し 呈二n:.主

アーチェリー 城光寺陸上競技場 一般・少年

なぎなた 福野町勤労者体育センター 一スポ般ー・ツ少年団

ゲートポール 富山市堀川西運動広場 一 般

サイクリング 大中央門サイクリングセンター 一般・児童

オリエンテーリング 城光寺運動公園 一般 ・家族

ボウリング トヤマゴールデンボウル 一 般

コ jレ フ 県内各ゴルフ場 般

山 岳 立山町大辻山 般

開催予定第三部

' 

死
事
故
を
防
ご
う

暑
い
夏
を
迎
え
、
各
地
の
海
水
浴
場
、
ブ
ー
ル
、

水
辺
で
は
、
水
泳
、
魚
釣
リ
、
水
遊
び
等
、
涼
を
求

曹の
る
人
達
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、
毎
年
、
多
く
の
人

達
が
水
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注

叫
し
て
痛
ま
し
い
水
死
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

-
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

-
十
分
な
準
備
体
操
を
し
て
か
ら
水
に
入
る
。

，，， 

・
酒
に
酔
っ
て
泳
が
な
い
。

-
過
労
に
な
る
よ
う
な
長
時
間
遊
泳
を
避
け
る
。

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
人
の
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
t

ン
や
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
等
を
走
行
さ
せ
な
い
。

¥

-
年
少
者
に
は
、
シ
ュ
ノ
|
ケ
ル
な
ど
の
遊
具
は
使

用
さ
せ
な
い
。

¥

¥

、

・
ガ
ラ
ス
ピ
ン
な
ど
の
危
険
な
物
は
捨
て
な
い
。

¥

子
供
達
が
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
、

お
と
な
が
監
視
し
ま
し
ょ
う
0

・
幼
児
は
、
絶
え
ず
目
の
届
く
所
て
遊
ば
せ
る

0

・
子
供
だ
け
の
水
遊
び
ゃ
、
魚
釣
リ
は
避
け
る

0

・
幼
児
の
子
守
リ
は
、
子
供
や
お
年
寄
り
に
ま
か
せ

き
り
に
し
な
い
。

-
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
つ
け
た
ら
、

知
ら
な
い
子
供
で
あ

っ
て
も
注
意
す
る
。

本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

は、

立
山
、
剣
岳
を
中
心
と
す
る
北
ア
ル
プ
ス
に
登

山
者
が
集
中
し
、
遭
難
や
発
病
が
、
四
十
七
件
も

生
し
ま
し
た
。
気
軽
に
登
れ
る
夏
山
と
は
い

候
急
変
、
落
石
、

ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
崩

険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
遭
難
の
原
詔
偽

y

動
と
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
一
の

占
め
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
基
本
的
な
事

、

楽
し
い
登
山
を
し
て
く
だ
さ
い
。

、也、

、ふ

ν登
山
届
出

-・ー-

〆

〆

山
の
選
定

謙
虚
な
気
持
ち
て
、
自
分
の
体
力
、
技
術
、

に
適
し
た
山
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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登
山
口
に
あ
た
る
駅
、
発
電
所
、
山
小

警
備
派
出
所
等
ヘ
登
山
計
画
書
を
、
提
出

う
。
ま
た
、
家
族
、

学
校
、
職
場
に
登
山
計
画
を

ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

天
候
の
確
認
と
余
裕
の
あ
る
行
動

行
動
日
の
気
象
を
よ
く
確
か
め
、

降
雨
、
強
風

の
無
理
な
行
動
を
避
け
、
余
裕
の
あ
る
行
動
を
し

し
よ
う
。



巴
ロ



愛の献巾血、のちを救う

フ月は

愛の血液助け合い運動

月間です

-

献
血
で
健
康
管
理
を

献
血
受
け
付
け
時
の
検
査

(
比
重
、
血
圧
測
定
、
医

師
に
よ
る
問
診
な
ど
)
の
ほ
か
、
献
血
い
た
だ
い
た
血

液
に
つ
い
て
、
生
化
学
的
検
査
等
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-

献
血
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

新
鮮
血
液
や
特
殊
な
型
の
血
液
等
を
確
保
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
献
血
者
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に

応
じ
て
献
血
を
お
願
い
す
る
制
度
で
す
。

県
内
で
は
、
七
千
八
百
七
十
九
人
の
登
録
者
が
い
ま

す
。
(
昭
和
六
十
二
年
三
月
末
現
在
)
あ
な
た
も
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

田和62年ア月街頭献血日程

日 曜 士暴 所 時 問

9 木 新湊市役所前 10:00-15:30 

富山駅前 1 0: 00 -16: 00 
11 土

高岡駅前 1 0: 00 -15: 30 

12 日 富山西武前 10: 00-16: 00 

16 木 小矢部市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

高岡駅前 10: 00 -15: 30 
18 土

魚津サンプラザ前 10:00-15:30 

高岡駅前 10:00-15:30 
25 土

富山駅前 10:00-16:00 

26 日 高岡駅前 1 0: 00 -15: 30 

30 木 城端町役場前 1 0 : 00 -15: 30 
手
術
や
治
療
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
科

学
が
高
度
に
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
人
工
的
に
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
す
べ
て
健
康
な
人
の
献
血
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

+

献
血
制
度
の
あ
ゆ
み

戦
後
、
わ
が
国
の
輸
血
は
、
売
血
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
血
清
肝
炎
な
ど
の
弊
害
が

著
し
く
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
弊
害
を
な
く
す
た
め
昭
和
三
十
九
年
か
ら
献

血
制
度
が
始
ま
リ
順
調
に
進
展
し
て
き
ま
レ
た
。

し
か
し
、
最
近
で
は
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
リ
、
血

築
分
画
製
剤
(
血
紫
中
の
蛋
白
質
を
化
学
的
に
分
画
し

精
製
し
た
も
の
)
の
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ
リ
、
そ
の

大
部
分
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
そ

の
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
は
、
献
血
制
度
始
ま
っ
て
以

来
最
も
大
き
な
改
正
と
い
わ
れ
る
「
新
し
い
献
血
の
基

準
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

~
+
一一日

献
血
の
受
け
入
れ
は
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

で
日
曜
・
祭
日
を
除
き
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
街
頭
、

職
場
、

学
校
な
ど
へ
は
移
動
採
血
車
が
巡
回
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
(
成
分
献
血
に
つ
い
て
は
、
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
の
み
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
)

ま
た
、
団
体
で
献
血
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
町
村
や
最
寄
リ
の
保
健
所
、
ま
た
は
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に

献
血
に
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
の
運
動

を
展
開
中
で
す
。

県
内
で
は
、
平
均
毎
日
二
百
五
十
人

分
の
血
液
が
必
要
で
す
。
予
測
で
き
な

い
病
気
や
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た

め
、
あ
な
た
の
思
い
や
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

⑨
献
血
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

県
斤
薬
務
課
、
各
市
町
村
窓
口
、
ま

た
は
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

，、

品
守
新
し
い
献
血
制
度
に
つ
い
て

従
来
の
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
の
ほ
か
、
新
た
に

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
及
び
成
分
献
血
を
加
え
た
新

し
い
献
血
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
献
血
す
る
皆
さ
ん
の

希
望
に
よ
リ
三
つ
の
方
法
が
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た-
新
し
い
献
血

の
基
準

全 血 献 血 成 介 献 血

200mi献血 400mi献血 血 紫 献 血 血小板献血

1回献血量 200mi 400mi 400mi 400mi以内

年 齢 16歳-64歳 18歳-64歳 18歳-64歳 18歳ー54歳
体 重 男子 45kgを越える人 男女とも50kg以上 男女とも50kg以上 男女とも50kg以上

女子 40kgを越える人

献血間隔 1ヵ月を越えている 男子 2週間を越えている ①1週間を越えている

こと 3ヵ羽を越えていること こと こと

女子 ②4週間に4回実施し

4ヵ月を越えていること たあとは次固までに

4週間を越えている

こと

年間献血回数 男子 6回以内 男子 3回以内 24回以内 12回以内

女子 4回以内 女子 2回以内

年間総献血量 4∞mi全血献血と合せ 200mi全血献血と合せ

男子 1，200mi以内 男子 1，200mi以内

女子 800mi以内 女子 800mi以内
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富山県赤十字

血液センター
富山市牛島本町E丁目 1の38
TEL (0764) 41 -5733 

富山駅北口から徒歩15分
献血受付時間

・平日

午前9時~午後4時

・土曜日は正午まで

(日曜・祭日は休みです)
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あ
な
た
と
森
林
を
結
ぶ
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

ニ
の
リ
み

ね
。
今
年
も
十

一
月
二
十
三
日
ま
で
通
行
で
き
ま
す
。

富
山
市
か
ら
有
峰
ダ
ム
ま
で
一
時
間
三
十
分
、
薬
師

岳
登
山
口
ま
で
は
全
線
舗
装
、
大
型
パ

ス
の
通
行
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

圃
暗
譜
.
通
行
安
全
の
た
め
、
次
の
ニ
と
に
注
意

-
E劃
E
E圃
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
ス
ピ
ー
ド
は
三
十
キ
ロ
以
内
で

二
、
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
信
号
を
厳
守
す
る

三
、
わ
き
見
運
転
は
し
な
い

四
、
悪
天
候
時
の
行
動
は
ひ
か
え
る

た
お
や
か
な
秀
峰
薬
師
岳
の
ふ
も
と
、
有
峰

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
で
は
、

8
月
8
日
出
と
8

月
9
日
闘
の
両
日
、
「
有
峰
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
自
然
の
美
し
き
・
温
か
き
、

自
然
の
恵
み
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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《主
な
イ
ベ
ン
ト
》

・
多
目
的
広
場

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

県
内
和
太
鼓
保
存
会
競
演

大
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等

-
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
会
場

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
挑
戦

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り
大
会

埋
蔵
金
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

歩
こ
う
会
(
野
鳥
観
察
会
)
等

av有
峰
林
道
通
行
時
間
帯

午
前
六
時
i
午
後
九
時

.
林
道
使
用
料

乗
車
定
員
十
人
以
下
の
乗
用
車
千
二
百
円

(車
種
に
よ
リ
料
金
が
異
な
リ
ま
す
。
)

-
通
行
制
限
車
両

ホ
イ
ル
ベ
ー
ス
五

・
四
メ
ー
ト
ル
、
全
長
十
・
六
五

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
自
動
車

-
問
い
合
わ
せ
先

有
峰
森
林
管
理
事
務
所
(
宮
0
7
6
4
・位・
1
4
2
0
)

有
峰
林
道
料
金
所
(
8
0
7
6

4
・
剖
・
1
4
2
4
)

県
庁
治
山
課

v 
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
自
然
保
護
課

設
備
近
代
化
の
た
め
の
費
用
の
半
額
を
長
期
・無
利
子
で
貸
付
け
る
も
の
で
す

0

・
貸
付
対
象

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
で
、
国
の
指
定
す
る
業
種

・
設
備
に
該
当
す
る
も
の

-
貸
付
金
額

五
十
万
円
1
三
千
万
円
(
対
象
設
備
額
の
泌
以
内
)

-
貸
付
期
間
・
返
済
方
法

五
年
以
内

・
一
年
据
置
四
年
均
等
年
賦
償
還

.
受
付

八
月

一
日
j

八
月
二
十
日
(
本
年
度
二
回
目
)

※
詳
し
く
は
、
県
庁
中
小
企
業
謀
、
市
町
村
商
工
担
当
課
、
最
寄
り
の
商
工
会
議

所
、
商
工
会
ヘ

設備近代化資金
制度のご案内

中
小
企
業
が
生
産
性
を
向
上
し
、

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、

近
代
的
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
県
で
は
、
中
小
企
業
設
備

近
代
化
資
金
と
設
備

貸
与
制
度
を
設
け
、

設
備
の
近
代
化
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

財
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会
が
、
中
小
企
業
者
に
代
わ
っ
て
設
備
を
購
入
し
、

こ
れ
を
貸
与
す
る
も
の
で
す
。

-
貸
与
対
象
・

一
般
設
備
に
係
る
割
賦
|
従
業
員
二
十
人
以
下
の
企
業

・
ハ
イ
テ
ク
・
情
報
機
器
等
に
係
る
割
賦
・
リ
ー
ス
1

従
業
員
八
十
人
以
下
の
企

業
(
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
国
の
指
定
す
る
業
種
、
設
備
に
該
当
す
る
も
の
)

・
貸
与
金
額

A
V
割
賦
の
場
合

な
お
、
今
年
度
は

貸
付
金
額
を
増
額
し

利
率
を
引
き
下
げ
ま

17 

し
た
。

-
一
般
設
備
/
百
万
円
i
二
千
五
百
万
円

・
ハ
イ
テ
ク

・
情
報
機
器
等
設
備
/
一

千
五
百
万
円
j

五
千
万

円

-
リ
l
ス
の
場
合

一十
万
円
j
五
千
万
円

・
貸
与
期
間
・
返
済
方
法

@
割
賦
の
場
合
・

一
般
設
備
/
四
年
半
以
内

・
ハ
イ
テ
ク

・
情
報
機
器
等
設
備
/
六
年
半
以
内

そ
れ
ぞ
れ
半
年
賦
均
等
償
還
割
賦
損
料
年
四
・五

%

@
リ
l
ス
の
場
合

三
年
i
七
年

・
月
賦

(
七
年
リ
ー
ス
で
は
月
額
リ
ー
ス
料
率
一

・四
九
二
%
)

※
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
財
富
山
県
中
小
企
業
振
興
協
会

市
町
村
商
工
担
当
課
、
最
寄
リ
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
ヘ



ト
・
わ
た
し
流

、A

富
山
県
木
材
利
用
普
及
セ
ン
タ
ー

仏
教
A
V

)
¥
1
J
 

p
-

、4

J
R
小
杉
駅
か
ら
南
ヘ
約
二
キ
ロ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と

‘1ノ
炉

、

、

見
ま
ち
が
え
る
よ
う
な
赤
茶
色
の
し
ゃ
れ
た
建
物
が
、

h
E
F

、4

、
可

d

h

d

，r、

ウ
ッ
ド
リ
ー
ム
富
山
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
富
山
県
木
材

ぜ
、

利
用
普
及
セ
ン
タ
ー
で
す
。

中
に
入
る
と
木
の
香
リ
が
「
7

小
わ
ぁ

l
っ
」
と
漂
っ

て
き
ま
す
。

作
る
楽
し
み
。

木
工
工
作
に
挑
戦
/

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
木
材
需
要
拡
大
事
業
の

一
つ
と

し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
、
も
っ
と
木
に
親
し
ん
で

も
ら
い
木
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で

昨
年
の
五
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

で
き
た
の
は
、
熊
本

・
大
阪
に
次
い
で
全
国
で
三
番

目
。
他
の
二
ヶ
所
は
木
材
関
連
の
展
示
が
メ
イ
ン
な
の

で
す
が
、
こ
こ
に
は
木
工
工
作
室
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

小
学
生
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
、
自
分
の
子
て
木
製
品
を

作
る
楽
し
み
を
味
わ
え
ま
す
。

早
速
、
私
も
何
か
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
状

さ
し
に
挑
戦
。
釘

一
つ
打
つ
に
し
て
も
簡
単
に
考
え
て

い
た
の
で
す
が
、
ま
っ
す
ぐ
に
打
つ
の
は
な
か
な
か
大

変
で
す
。
工
工

l
イ
/
悪
戦
苦
闘
一時
間
:
・
。
わ
れ
な
が

ら
な
か
な
か
の
力
作
が
で
き
ま
し
た
。
ヨ
シ
ッ
、
今
度

来
る
時
は
、
イ
ス
を
作
っ
て
や
る
ゾ
/
。
(
ち
な
み
に
イ

ス
の
制
作
に
は
六
時
間
く
ら
い
か
か
る
そ
う
で
す
。)

広
い
空
間
を
つ
く
り
だ
す

湾
曲
集
成
材
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
木
工
工
作
室
の
ほ
か
、
研
修
や
会

18 

議
に
利
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
木
に
関
す
る
図
書

が
閲
覧
で
き
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
が
あ
リ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
建
物
は
、
木
の
強
さ
と
軽
さ
、
ま
た
そ

の
合
理
的
利
用
法
を
目
で
見
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
い

ろ
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
が
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
情
報
サ
ー
ビ
ス
室

に
使
わ
れ
て
い
る
湾
曲
集
成
材
で
す
。
湾
曲
集
成
材
と

は
エ
ゾ
マ
ツ
の
挽
き
板
を
接
着
し
湾
曲
さ
せ
た
も
の
で

こ
れ
を
使
う
と
ハ
り
や
ケ
タ
な
ど
の
部
材
が
不
用
に
な

リ
明
る
く
広
々
と
し
た
空
間
を
つ
く
リ
だ
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

木
の
可
能
性
は

ま
だ
ま
だ
無
限
。

木
は
、
樹
種

・
樹
齢

・
育
っ
た
場
所

・
加
工
法
な
ど

て
異
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
木
の

個
性
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

木
は
や
さ
し
く
、
あ
た
た
か
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に

い
る
だ
け
で
心
が
柔
ら
げ
ら
れ
、
私
達
を
そ
っ
と
包
み

込
ん
で
く
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
木
工
教
室
な
ど
を
通
し
て
木
に
親
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。(

レ
ポ
ー
タ
ー
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忠
藤
茂
子
)

女
富
山
県
木
材
利
用
普
及
セ

ン
タ
ー

射
水
郡
小
杉
町
黒
河
新

(
宮

0
7
6
6
・
日
・

1
5
7
0
)



入

益口

町

「
下
に
|
|
、
下
に
|
|
」
大
名
行
列
が
や
っ
て
き
た
。
時
は
藩
政
時
代
、
本
陣
の
お
か
れ

た
舟
見
は
、
上
ヘ
下
へ
の
大
騒
ぎ
。
一
行
を
喜
ば
せ
よ
う
と
、
七
夕
飾
り
も
に
ぎ
や
か
だ
。

そ
し
て
今
|
|

い
ま
で
。
わ

ず
か
四
か
月

の
聞
に
直
径

四
十
セ
ン
チ

も
の
ス
イ
カ

が
で
き
て
し

ま
う
。

が
ほ
ん
と
の
七
夕
飾
り

ス
イ
カ
は

連
作
で
き
な

い
の
で
、
毎

年
違
う
田
ん

ぼ
を
借
リ
て

は
作
っ
て
い

る
。
家
か
ら

四
キ
口
離
れ
た
畑
ヘ
通
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ス
イ
力
畑

の
絶
対
条
件
は
、
排
水
が
い
い
こ
と
。
「
水
は
け
の
悪
い

畑
で
、
出
荷
寸
前
に
雨
に
つ
か
っ
て
全
滅
し
た
こ
と
が

あ
っ
て
ね
え
。
泣
き
の
涙
ゃ
っ
た
わ
U

と
奥
さ
ん
。
雨

は
大
敵
だ
。

砂
質
の
黒
部
川
扇
状
地
は
、
根
が
丈
夫
に
な
り
、
ス

イ
カ
に
は
最
適
。
こ
こ
の
気
候
風
土
に
合
う
よ
う
に
改

良
を
重
ね
ら
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
は
、
他
で
植
え
て

入善町の概要
面積 71.58平方キロメートル

人口 29，621人(5月1日現在)

広い平野と豊かな水に恵まれ

た良質のコシヒカリの産地。チ

ューリップやカノコユリ、イチ

ゴもたくさん作られている。

国指定天然記念物の杉沢の沢

スギ、約10万附の園家山キャン

プ場、墓の木自然公園など自然

環境も豊かである。

七
月
六
・
七
日
、
華
や
か
な
七
夕
飾
リ
が
舟
見
の
町

筋
を
覆
う
。
三
百
軒
ほ
ど
の
家
々
の
軒
先
に
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
短
冊
や
、
四
メ
ー
ト
ル
も
の
吹
き
流
し
。

笹
竹
は
今
に
も
折
れ
そ
う
だ
。

こ
の
、

一
見
さ
れ
い
な
七
夕
飾
リ
、
よ
く
見
る
と
力

ツ
ブ
ラ
ー
メ
ン
の
力
ラ
や
ビ
ー
ル
び
ん
の
王
冠
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ
イ
、
新
聞
の
折
込
広
告
、
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
て
で
き
て
い
る
。
王
冠
(
約
六
千
個
/
)
は

穴
を
あ
け
て
糸
で
つ
な
ぎ
、
ラ
ー
メ
ン
の
力

ッ
ブ
は
二

つ
合
わ
せ
て
提
灯
に
し
、
広
告
や
カ
レ
ン
ダ
ー
は
折
紙

や
短
冊
(
約
千
枚
/
)
に

/
丸

し
で
あ
る
。

「
車
に
乗
っ
て
拾
い
に

行
っ
た
り
、
ラ
ー
メ
ン
の

力
ラ
は
き
れ
い
に
洗
っ
て

ま
た
い
し
と
ら
い
ち
ゃ
U

と
言
う
の
は
、
古
畑
政
行

さ
ん
(
六
十
九
歳
)
。
舟
見

も
雌
花
が
出
な
い
。

「
十
五
キ
口
か
ら
二
十
キ
ロ
が

一
番
お
い
し
い
よ
。

追
肥
す
れ
ば
三
十
キ
ロ
く
ら
い
に
な
る
け
ど
、
甘
く
な

ら
な
い
。
天
気
に
恵
ま
れ
て
大
き
く
な
る
の
が
う
ま
い
。

昧
中
心
に
自
然
に
育
て
た
い
ね
U

ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
に

は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

ワ
ラ
の
座
ぶ
と
ん
を
着
け
た
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
力

が
、
も
う
す
ぐ
全
国
各
地
ヘ
出
荷
さ
れ
る
。

に
仕
事
、
一
・
に
家
庭
、

三
に
音
楽

W

タ
ン
ゴ
の
軽
や
か
な
リ
ズ
ム
が
聞
こ
え
て
く
る
。
夜

の
入
善
町
民
会
館
コ
ス
モ
ホ

l
ル
。
入
善
音
楽
愛
好
会

の
練
習
が
始
ま
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
ネ
ー
ム
は
ル
ナ
・
ク

パ
l
ナ
(
キ
ュ
ー
バ
の
月
)
。
ラ
テ
ン
系
の
曲
を
主
体
に

し
た
フ
ル
バ
ン
ド
だ
が
、
「
お
客
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て

演
歌
か
ら
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
ま
で
や
リ
ま
す
U

と
ピ
ア

ノ
の
上
田
稔
さ
ん
。
本
職
は
、
お
菓
子
屋
さ
ん
だ
。
十

八
人
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、
会
社
員
、
公
務
員
、
鉄
工
所

経
営
者
な
ど
色
々
。

「
十
八
歳
か
ら
五
十

歳
と
年
令
の
幅
は
大

七
夕
短
冊
コ
ン
ク
ー
ル
て
三
年
連
続
最
高
賞
を
獲
得
し

て
い
る
。

「
一
番
作
り
や
す
い
が
は
冬
で
す
ち
ゃ
U

こ
た
つ
に

入
っ
て
せ
っ
せ
と
広
告
紙
を
折
る
。
前
年
の
企
画
と
は

違
う
新
作
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
孫
さ
ん
は

じ
め
家
族
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
く
れ
る
。
ど
ん
な

飾
リ
に
す
る
か
は
、
各
家
の
秘
密
。
当
日
ア
ッ
と
皆
を

驚
か
す
の
だ
。
と
こ
ろ
が
本
番
は
、
梅
雨
時
。
「
材
料
に

は
苦
労
し
ま
す
ち
ゃ
。
紙
は
ぬ
れ
る
と
重
な
る
し
、
ビ

ニ
ー
ル
は
高
つ
く
し
U

一
年
が
か
リ
の
大
作
も
日
の
目
を
見
る
の
は

一
日
半

だ
け
。
「
取
り
は
ず
す
時
は
、
も
う
来
年
の
構
想
を
練
っ

と
る
か
ら
寂
し
く
な
い
よ
U

翌
日
か
ら
は
材
料
集
め
に

駆
け
ず
り
回
る
。
古
畑
さ
ん
の
頭
の
中
は
、

一
年
中
七

夕
の
こ
と
で
い

っ
ぱ
い
だ
。
本
人
日
く
、
「
ボ
ケ
止
め
で

す
ち
ゃ
u

e

「
体
さ
え
ま
め
で
お
れ
ば
、
ず
っ
と
作
ろ
う
か
と
思

と
ら
で
す
ち
ゃ
。
面
白
て
や
め
ら
れ
ん
も
ん
U

と
古
畑

さ
ん
。
七
夕
飾
リ
は
彼
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
。

V
4
な
る
か
け
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ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
に
は

自
然
が
い
っ
ぱ
い
/

黒
部
川
の
作
っ
た
、
だ
だ
っ
広
い
平
野
。
見
渡
す
限
り

の
水
田
に
固
ま
れ
て
、
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
カ
が
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
る
。

「
毎
年
原
種
を
入
れ
て
新
し
い
品
種
を
作
っ
て
い
る
。

今
年
も
二
種
類
で
き
た
よ
U

と
道
又
光
雄
さ
ん
。
ジ
ャ

ン
ボ
ス
イ
力
作
リ
三
十
年
を
こ
す
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

四
月
上
旬
に
ハ
ウ
ス
に
種
を
ま
さ
、
下
旬
に
は
、
苗

を
定
植
。
出
荷
は
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
日
ぐ
ら

き
い
け
ど
、
和
気
合
々
と
や
っ
て
ま
す
。
若
い
人
は
、

セ
ン
ス
も
い
い
し
、
情
報
も
早
い
か
ら
、
負
け
ん
よ
う

に
勉
強
せ
ん
と
U

と
年
長
組
も
張
り
切

っ
て

い
る
。

結
成
は
十
五
年
前
と
、
町
内

一
の
古
株
バ
ン
ド
。
解

散
し
か
け
た
り
と
色
々
あ
っ
た
が
、

a

番
困
っ
た
の
は

練
習
場
所
。
う
る
さ
い
と
苦
情
が
出
て
学
校
等
を
転
々

。

昨
年
、
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
が
完
成
じ
て
、
や
っ
と
気
が
ね

な
く
楽
器
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
リ
、
メ
ン
バ
ー
は

乗
リ
に
乗
っ
て
い
る
。

「
う
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

一
に
仕
事
、
二
に
家
庭
、

三
に
音
楽
だ
け
ど
、
本
音
は

一
に
音
楽
や
ね
U

と
上
田

さ
ん
。
音
楽
と
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ら
ぬ
三
立
は
、

難
し
い
。
「
一
番
の
夢
は
、

全
員
が
そ
ろ
う
こ
と
」
と
言

う
く
ら
い
だ
。
社
会
人
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
る
、
と
い
う

十
五
年
来
の
夢
が
か
な
う
の
は
い
つ
に
な
る
や
ら
。

か
つ
て
「
道
楽
者
の
集
ま
り
」
と
言
わ
れ
た
こ
の
バ

ン
ド
も
、
今
や
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
慰
安
会
に
引

っ
ぱ
り
だ
こ
。
町
外
か
ら
も
声
が
掛
か
る
。
八
月
の
入

善
七
夕
祭
リ
で
は
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。
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-
5月
間
日

植
物
公
圏
構
想
懇
談
会

・5
月
間
日

上
市
川
第
三
発
電
所
竣
工
式

・5
月
初
日

「青
年
の
翼

・
婦
人
の
翼
」
結
団
壮
行

式-5月
辺
日

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
訓
練
(
新

湊
市
)

-5月
お
日

近
代
美
術
館
4
l
G
・
D
マ
l
ク
と
ポ
ス

タ
ー
展

(
j
6
月
引
日
)

-5月
羽
田

「
消
費
者
の
日
」
記
念
大
会

圃

6
月

1
日

有
峰
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

-
6月
3
日

嘱
託
警
察
犬
集
合
訓
練

-
6月
5
日

県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

-
6
月

6
日

健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
出
発
式

第
M
M

回
県
展

(
i
6
月
は
日

-
6月
9
日

青
少
年
保
護
育
成
審
議
会

園

6
月
ロ
日

い
き

い
き
富
山
観
光
と
物
産
ま

つ
り

富
山
県
伝
統
的
工
芸
品
展(

i
6
月
同
日

緑
花
推
進
県
民
会
議

亜
細
亜
現
代
美
術
展
富
山
展

絵
画
・
版
画
・
彫
刻
・
工
芸
約
二
百
点
を
展

示
し
ア
ジ
ア
の
現
代
美
術
を
紹
介
し
ま
す
。

-
開
催
期
間
/
七
月
十
六
日
附

i
二
十
七
日
側

@
入
場
料
/
一

般
四
百
円

生
徒
児
童
二
百
円

@
場
所
/
県
民
会
館
美
術
館

第
三
回
富
山
国
際
現
代
美
術
展

ア
メ
リ
カ
・
力
ナ
ダ
・
韓
国

・
日
本
の
新
し

い
美
術
の
動
向
を
紹
介
し
ま
す
。

-
開
催
期
間
/
九
月
三
日
同
ま
で

@
場
所
/
県
立
近
代
美
術
館

-
料
金
/
一

般

八

百

円

高
校
・
大
学
生
六
百
円

小
・
中
学
生

三
百
五
十
円

住宅情報

【
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲
}

ゆ
と
リ
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-

一
区
画
平
均
面
積

/

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

A
V
公
譲
価
格

四
万
七
千
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

-
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
団
地
建
設
事
務
所

(
包

0
7
6
6
・
日

・
0
2
2
1
)

d
aヂ

{
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度
}

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
て
、

雪
に
強
い
住
宅

仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
に
適
用
さ

れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割

増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
芸
j

三
一

{
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
}

雪
に
強
い
家
づ
く
リ
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く

リ
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
リ

ま
し
た
。

av融
資
限
度
額

新
築

三
百
二
十
万
円

改
良

・
中
古
改
良

二
百
万
円

@
償
還
期
間

新
築

二
十
年
以
内

改
良

・
中
古
購
入
十
年
以
内

@
融
資
利
率

年
五
・

二
パ
ー
セ
ン
ト

.
種
類
/
甲
種
第

一
類
1
五
類

乙
種
第

一
類
i
七
類

・
願
書
受
付
期
限
/
七
月
十
日
働

A
V
試
験
日
/
八
月
二
十
日
同
・

二
十

一
日
幽

※
提
出
書
類
お
よ
び
受
験
資
格
等
に
つ
い
て
は

鋤
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富
山
支
部

(
宮

0
7
6
4
・
引
・

5
5
6
5
)

ま
た
は
、
県
庁
消
防
防
災
課
ヘ

-
請
書
受
付
期
間
/
七
月
十
日
幽
ま
で

-
試
験
日
/
筆
記
|
八
月
四
日

ω
・
五
日
嗣

実
地
|
八
月
六
日
嗣

・
七
日
働

@
試
験
場
所
/
県
立
雄
峰
高
等
学
校

※
詳
し
く
は
、
県
庁
児
童
家
庭
課
ま
で
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7月は
労働保険適用
促進月間です
労働者を一人でも使用する事業

主の方は、すべて労働保険に加入

しなければなりません。

詳しくは、県庁雇用保険課、最

寄りの公共職業安定所、労働基準

監督署まで

{
優
良
宅
地
取
得
資
金
}

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
て
す
。

A
V
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

@
融
資
利
率

年
五

・
二
パ
ー
セ
ン
ト

「
地
域
優
良
木
造
住
宅
の
-

F

割

増

融

資

」

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の
「
住
み
よ
い
家
づ

く
リ
資
金
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型
・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
住
宅

金
融
公
庫
か
ら
最
高
二
百
万
円
の
割
増
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(宮
0
7
6
4
・
立

・
5

1
3
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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県政パ械室
9月の運行案内

回
9
月
分
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
お
日
1

8
月
6
日

直|

千主・liI5
復・募
Id:.方
が・ 3去
き・
て
申
し
込
み
く
だ
さ
し1

口 -
団
体
名

・
代
表
者

氏
名
・
住
所
・

T
E
L

-
参
加
人
数

-
コ
ー
ス
及
び
運
行
自

第

1
希
望

第

2
希
望

{本)

住

所

(団

氏

名

殿

相談窓口のごあんない

(
人
数
)

(個人・グループ)

-

氏

名

・

住

所

・T
E
F巳

1
L

-
コ
ー
ス
及
び
運
行
日

第

1
希
望

第

2
希
望

イ主

所
氏

名

殿

口

※
富
山
地
区
の
方
は
県
庁
内
に
あ
る
県
民
相
談

室
、
そ
の
他
の
地
区
の
方
は
各
地
方
相
談
室
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

区画面~忍潤同岡田4F.J

.困りニーと相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)4ト8904
-暴力団ゼ ロ110番

警察本部捜査第二課

ft(0764)42-0110 
このほカ、各警察署でも受け

付けています。

-三f主 事司陶・1喧 4・R・
.消費生活セ ンター

富山市安住町7-18
安住町第 生命ピル内

宮 (0764)32-9233

-・・・・・εE五:・匝・ー.~唖_.匹・・・・・・
富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮 (0764)31-411lf柑

31 3131 (県民電話)

""ー‘孟談キ目民-県

現
代
っ
子
は
体
格
が
良
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
な
か
で
も
富
山
県
の
小
中
学
生

は
、
男
女
と
も
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
す
。

親
子
と
も
に
健
康

へ
の
関
心
が
高
く
、

発
育
に
必
要
な
食
事
と
運
動
の
バ

ラ
ン
ス

が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
自
然
が
多
く
残
さ

れ
て
い
て
子
ど
も
に
と

っ
て
の
環
境
が
良

い
こ
と
な
ど
、
そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
、が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
な
、ぜ
だ
と
忠
わ
れ
ま
す
か
。

-消費生活センタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777

高岡市赤祖父211(総合斤舎内)
宮 (0766)21-9411

魚津市新宿107(総合庁舎内)

包 (0765)245311 

砺j皮市幸町1子(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151

-高岡地方県民相談室

-魚逮地方県民相談室

-砺;皮地方県民相談室

-年齢別の身長比較

男 子 女 子
身長 (cm) 順位 身 長 (cm) 順位

11 歳 145.0 (金町~t';J) | イ立 146.3 (全'~5:6t';J) 8位

12 歳 151.5 (宅守~:2t';J) 3イ立 152.1 (守，'P-ot';J) 2位

13 歳 159.0 (全'~:3t';J) 3位 155.5 (全官~t';J) l イ立

小・中学生の体位

見てください・聞いてください
RADIO 

ラジオ広報TV N鵬 ・PAPER

※「学校保健統計調査報告書J(昭和61年度)より

テレビ広報新聞広報

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報

・FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホットな話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します

毎週月~金曜日

E[91ヨE彊E・・・1
女
七
月
は
、
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
」
。広
報
誌
で
も
二
ペ
ー
ジ
の
特
集

を
組
ん
て
み
た
の
で
す
が
、
「
実
際
に
経

験
し
て
み
な
け
れ
ば
よ
い
原
稿
は
書
け

な
い
/
」
と
い
う
広
報
マ
ン
精
神
て
、

私
も
献
血
初
体
験
。
富
山
駅
前
ま
で
勇

ん
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

注
射
針
が
刺
さ
っ
た
時
は
さ
す
が
に

緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
全
然
痛
く

な
い
。
日
頃
か
ら
血
の
気
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
る
私
、
血
を
抜
か
れ
た
あ
と

は
、
か
え
っ
て
す
っ
き
リ
し
た
感
じ
て

す
。ま

だ
献
血
を
し
た
こ
と
の
な
い
あ
な

た、

一
度
や
っ
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。
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テレビ広報
・北日本放送

毎週日曜日 AM8: 00 -8 : 30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9:00-9:30 
r110万人のひろば

ークイズ/フォーカス・インー」

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」



いとやまの自然な どを、水際だつたあなたの

日 ~ 7 日/水の週間のご都合のいい日いい時、
ご家族水入 らずでお出かけください。 とやまで撮った水の写真な ら何でもよい

のです。香 り高 い芸許制乍品でも 、そうはみえない作品でも……・・・どうぞお気軽

にお寄せく だ さい。集 まった作品を、すべて一堂に展示 します。

題材/ 1987年 8月|日 -.8月 7日に富山県内で撮った、とやまの水に関する写

真な ら何でもOKn

応募作晶/4切りま たは、ワイド 4切りプリ ン 卜

(カラー、モノク口を聞いません)。おひとり l点に限ります。

応募方法/応募票をそえて、富山県カメラ商組合加盟庖やポスターの掲示して
あるカメラ庖か、県庁広報課にご持参ください。

《応募票は、上記カメラ庖・市町村窓口・県庁広報課にあります〉

応募期間/昭和62年 8月 10日- 8月31日

・参加作品は、すべてパネル化し、 10月 9日⑧ -10月21日⑤ 富山県民会館で行
われるr'87ズームアップとやま」で展示いたします。

・参加作品は、パネル付きで10月下旬、応募されたカメラ庖を通じてお返しい

たします。

問い合わせ先/r水の週間行事」県庁水雪対策室

「ズームアップとやま」県斤広報課

県広報とやま 昭和62年 7月号No.222.企画発行富山県企画県民部広報課 富山市新総曲輪1の7ft31 -3131 (県民電話)干930.印刷鮒チューエツ

水
8
月
1
日
は
「
水
の
日
」
。
そ
し
て
水
の
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
、
お
い
し
い

P

水
の
国
4

と
や
ま
に
住
ん
で
る
ん
だ
か
ら
、
こ
の

一
週
間
は
思
い
つ
き
り
水
と
遊
ん
で
み

よ
う
。
レ
ッ
ツ
・
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
/

富
山
県

『
水
の
週
間
』
行
事

①
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク

l

ル
表
彰
・
発
表
会

①
水
の
講
演
会

山
形
大
学
教
授

桑
原
英
夫
氏

「
水
よ
も
や
ま
話
」

①
水
の
映
画
会

①
富
山
県
名
水
写
真
展

①
名
水
バ
ケ
ツ
リ
レ

l
大
会

〈開
催
日
v

8
月
2
日
⑮

《場
所
》

八
尾
町
中
央
公
民
館

It It ..... 

ノー、、，
/.J 


	01
	02
	03

